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区
で
八
十
五
名
表
彰

文
化
の
日
　功
労
、精
勤
、篤
行
者
な
ど
を

菊
花
も
薫
る
文
化
の
日
、
区
で
は
表
彰
規
則
に
も
と
づ
き
、

地
方
自
治
の
進
展
に
、
産
業
技
術
の
改
良
に
功
労
の
あ
っ
た

者
、
ま
た
区
を
は
じ
め
各
界
の
永
年
勤
続
者
、
教
育
事
業
、
福

祉
事
業
の
功
労
者
そ
れ
に
永
年
に
わ
た
る
篤
行
者
な
ど
、
八
十

五
名
を
表
彰
。
そ
の
功
績
を
讃
え
て
岡
崎
区
長
よ
り
表
彰
状
な

ら
び
に
、
記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
(
写
真
)
。
晴
れ
の
表
彰
を

受
け
ら
れ
た
方
々
と
、
そ
の
事
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
十
年
以
上
区
議
会
議
員
と
し
て

地
方
自
治
の
進
展
に
寄
与
―
鈴
木

仲
二
、
宮
入
五
郎
、
小
林
政
子
、

永
田
う
め
志
、
丹
下
登
、
佐
野
善

次
郎
、
竹
内
源
七
、矢
萩
三
保
三
、

江
川
長
吉
▼
区
職
員
と
し
て
二
十

年
以
上
勤
続
し
地
方
自
治
の
進
展

に
寄
与
―
椎
名
彦
安
、三
浦
正
男
、

小
出
武
夫
、
秋
山
留
作
、渡
辺
広

吉
、
田
ケ
谷
長
吉
、
持
木
良
橘
、

小
林
光
夫
、
丸
井
勝
、村
田
繁
造
、

岩
田
久
三
郎
、
藤
井
三
衛
、
石
井

保
子
、
金
城
樽
三
、
長
崎
万
三
、

片
野
弥
五
兵
衛
、
日
比
谷
米
蔵
、

清
水
鉄
五
郎
、
渡
辺
善
広
、
坂
田

梅
治
郎
、
田
ケ
谷
春
吉
、
田
口
幸

助
、
木
下
甚
蔵
、
庄
司
三
郎
、
岩

田
道
蔵
、
内
田
正
房
▼
区
教
育
事

業
の
振
興
に
寄
与
―
青
木
房
吉
、

弘
田
晋
也
▼
二
十
年
以
上
学
校
児

童
の
保
健
衛
生
に
寄
与
―
山
崎
伊

代
▼
二
十
年
以
上
区
の
教
育
に
従

事
そ
の
職
に
寄
与
―
坪
内
音
治
郎

山
本
与
一
、
政
岡
タ
キ
、
串
田
豊

吉
、
浜
野
茂
、
佐
藤
軍
治
、
亀
島

喜
太
郎
、
真
田
晴
夫
、山
下
伸
枝
、

高
須
達
子
、
山
崎
繁
雄
、
土
井
徳

一
、
宮
城
恒
子
、
大
橋
ふ
じ
子
、

内
田
キ
ミ
▼
多
年
福
祉
事
業
に
尽

力
―
宮
口
鉄
治
、
片
野
孫
蔵
、
大

野
松
太
郎
▼
多
年
農
業
技
術
の
普

及
改
良
に
努
め
米
殻
を
早
期
売
渡

に
努
力
―
福
田
丹
次
郎
▼
農
芸
の

普
及
改
良
に
尽
力
―
国
井
与
一
、

田
中
新
吉
▼
鉛
封
印
子
等
の
発
明

改
良
に
努
め
工
業
の
振
興
に
寄

与
―
永
井
金
平
▼
多
年
公
共
団
体

に
勤
続
―
渡
辺
貞
三
、
石
川
い
く

▼
多
年
工
業
従
業
員
と
し
て
勤

続
―
植
木
四
郎
、
礒
部
孝
、
渡
部

亘
、
伊
藤
明
治
、
西
脇
茂
、
長
津

都
、
関
宗
治
、
斎
藤
種
蔵
、
生
江

伊
吉
、
町
田
ふ
く
子
、
名
倉
重
盛
、

山
上
久
吉
、
鹿
又
七
朗
、
桑
原
り

ん
、
海
老
沢
七
郎
、
田
島
理
一
、

松
井
松
次
郎
、
小
貫
実
、
遠
田
富

蔵
、
椿
喜
助
▼
不
遇
な
子
供
の
義

務
教
育
に
尽
力
―
鈴
木
輝
久
▼
多

年
職
場
で
身
体
不
自
由
な
同
僚
を

助
け
る
―
陶
〓
四
郎
▼
多
年
身
体

不
自
由
な
母
及
び
兄
を
助
け
る
―

渡
辺
秀
一
。

歳
末
助
け
合
い
運
動
は
じ
ま
る

1
2
月
1

日

か
ら
1
0
日

間

生
活
に
困
っ
て
い
る
世
帯
や
、

留
守
家
族
の
世
帯
、
ま
た
施
設
に

収
容
さ
れ
て
い
る
不
遇
な
人
々
の

た
め
に
、
例
年
の
と
お
り
年
の
瀬

を
越
す
資
金
の
た
し
に
し
て
も
ら

お
う
と
、
足
立
区
厚
生
援
護
会
と

足
立
区
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
1
2

月
1
日
か
ら
1
0日
ま
で
、
各
出

張
所
を
単
位
に
、
い
ろ
い
ろ
な
団

体
の
協
力
を
得
て
区
民
の
皆
さ
ん

か
ら
そ
の
資
金
を
募
金
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

募
金
の
目
標
額
は
一
六
○
万
円

で
、
九
八
、
七
一
〇
世
帯
に
お
願

い
し
ま
す
。
一
世
帯
あ
た
り
、一

六
円
二
一
銭
で
す
の
で
、
是
非
こ

の
助
け
合
い
に
ご
協
力
下
さ
い
。

こ
の
お
金
は
、
保
護
を
受
け
て

い
る
世
帯
や
、
留
守
家
族
世
帯
に

対
し
て
、
一
世
帯
三
百
円
、
廃
品

拾
収
を
や
っ
て
い
る
世
帯
や
養
老

院
の
お
年
寄
、
ま
た
健
全
の
家
の

児
童
に一
人
あ
た
り
二
百
円
、
簡

易
保
育
所
の
児
童
に
は
一
人
百
円

づ
つ
お
見
舞
金
と
し
て
、
1
2月
2
0

～
2
5日
の
間
に
贈
ら
れ
ま
す
。

助
け
合
う
心
が
つ
く
る

明
る
い
足
立

自 衛 官 募 集
陸
上
、
海
上
、
航
空
の
各
自

衛
官
を
目
下
募
集
中
で
す
。

▼
応
募
資
格
=
心
身
共
に
強

健
で
昭
和
3
7年
1
月
1

日
現
在
、
1
8才
以

上
2
5才
未
満
の
男

子
、
学
歴
は
問
い
ま

せ
ん
。

▼
受
付
期
間
=
3
7年
1

月
2
5日
ま
で
。

▼
試
験
日
は
本
人
あ

て
通
知
し
ま
す
。

試
験
は
簡
単
な
学
科

試
験
、
口
述
試
験
、

身
体
検
査
を
行
な
い
ま
す
。

問
合
せ
、
受
付
は
区
役
所
総

務
課
電
話
8
8
8
二
一
五
一
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11 月1 日 現 在 の 人 口

人 口　423, 302
世 帯　104, 012

昭和31年には約10, 600人、32年には11, 300人、33
年には、13, 200人、34年には15, 000人、35年には14, 600

人、36年には18, 200人づつ人口が増加しま
した。( 食糧配給台帳による人口と世帯)

足
立
区
産
業
展

成
果
を
期
待
し
て
終
る

足
立
区
の
産
業
は
、
内
外
に
高

く
評
価
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
さ

ら
に
こ
れ
を
、
一
般
都
民
は
も
ち

ろ
ん
、
地
方
か
ら
上
京
し
て
い
る

関
係
業
者
、
ま
た
、
海
外
か
ら
の

バ
イ
ヤ
ー
に
、
広
く
宣
伝
し
ょ
う

と
、
去
る
1
0
月
3
0
日
か
ら
1
1
月
3

日
の
5
日
間
、
大
手
町
都
立
産
業

会
館
に
お
い
て
、
足
立
区
産
業
展

を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
参
加
し
た
区
内
の
事
業

所
は
九
〇
社
、
出
品
点
数
一
九
〇

八
点
と
い
う
大
が
か
り
な
も
の
。

出
品
品
目
も
多
種
多
様
で
、
機

械
・
器
具
・
金
属
製
品
・
ベ
ニ
ヤ

・
木
工
製
品
・
皮
革
製
品
・
化
学

製
品
・
家
庭
用
品
・
食
料
品
・
電

気
器
具
な
ど
足
立
区
生
産
品
の
精

粋
を
一
堂
に
集
め
た
感
が
あ
り
ま

し
た
。

こ
の
期
間
中
の
入
場
者
は
、
約

六
、八
〇
〇
名
に
も
及
び
、こ
の
う

ち
外
人
バ
イ
ヤ
ー
四
〇
組
、
貿
易

業
者
一
五
〇
社
を
数
え
て
い
ま
す

な
か
で
も
、
ネ
ジ
、
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
製
品
、
オ
ル
ゴ
ー
ル
、
人
工

宝
石
、
靴
、
鹿
皮
製
品
、
家
具
な

ど
が
外
人
バ
イ
ヤ
ー
の
人
気
を
集

め
て
い
た
よ
う
で
す
。

〔
写
真
〕
左
上
、
通
訳
の
案
内

で
熱
心
に
み
て
ま
わ
る
外
人
バ
イ

ヤ
ー
。
左
下
、
な
ご
や
か
に
製
品

の
前
で
商
談
し
て
い
る
業
者
。

人
権
身
の
上
相
談

一
身
上
の
な
や
み
ご
と
や
、
相

談
相
手
が
な
い
た
め
に
一
人
で
苦

し
ん
で
い
る
方
は
、
是
非
お
気
軽

に
ご
利
用
下
さ
い
。

相
談
日
と
場
所

毎
月
　
2
2
日
　
午
後
1
～
4
時

足
立
区
産
業
振
興
館
　
相
談
室

父
親
の
な
い
子
供
に

扶
養
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す

こ
の
ほ
ど
児
童
扶
養
手
当
法
と

い
う
法
律
が
定
め
ら
れ
、
こ
の
法

律
に
よ
っ
て
義
務
教
育
を
終
っ
て

い
な
い
児
童
を
養
な
っ
て
い
る
方

で
、
母
子
年
金
な
ど
を
受
け
ら
れ

な
い
方
に
、
扶
養
手
当
が
支
給
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

▼
ど
の
よ
う
な
児
童
が
対
象
に
な

る
か
と
い
い
ま
す
と

1
　
離
婚
し
て
、
父
親
が
い
な
い

家
庭
の
児
童

2
　
父
親
が
死
亡
し
た
家
庭
の
児

童
3
　
な
お
ら
な
い
病
気
や
ケ
ガ
で

父
親
が
働
け
な
い
状
態
に
あ
る

家
庭
の
児
童

4
　
父
親
の
生
死
が
明
ら
か
で
な

い
家
庭
の
児
童

5
　
そ
の
他
政
令
で
定
め
た
も
の

と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
児

童
が
一
人
の
場
合
月
額
八
〇
〇

円
、
二
人
の
場
合
一
、
二
〇
〇

円
、
三
人
目
か
ら
は
一
人
に
つ

き
二
〇
〇
円
づ
つ
加
算
さ
れ
て

支
給
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
次
の

よ
う
な
場
合
に
は
支
給
さ
れ
ま

せ
ん
。

1
　
児
童
や
養
育
者
が
日
本
国
民

で
な
い
場
合

3
　
児
童
や
養
育
者
が
国
内
に
住

ん
で
い
な
い
場
合

3
　
公
的
年
金
の
給
付
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
場
合

4
　
養
育
に
当
っ
て
い
る
人
が
、

前
年
に
十
三
万
円
を
こ
え
る
所

得
が
あ
っ
た
場
合
(
こ
の
場
合

こ
の
所
得
は
児
童
一
人
に
つ
き

三
万
円
づ
つ
加
算
さ
れ
ま
す
)

そ
の
他
そ
の
家
庭
全
体
で
五
十
万

円
程
度
を
越
え
る
所
得
が
あ
っ
た

と
き
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

区民の結婚式場

足立区産業振興館
( 881) 1668 ・1689

区
民
の
相
談
所
を

ご
利
用
下
さ
い

足
立
区
産
業
振
興
館
で
は
次
の

と
お
り
相
談
日
を
き
め
、
そ
れ
ぞ

れ
の
専
門
家
に
よ
る
相
談
を
行
な

っ
て
い
ま
す
。

保
護
、
税
務
、
商
工
相
談
は
、

毎
週
木
曜
日
、
1
時
～
4
時
、

法
律
相
談
は

毎
月
第
3
木
曜
日
1
時
～
4
時

ま
た
、
梅
島
支
所
で
も
法
律
相
談

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

毎
月
第
3
水
曜
日
1
時
～
4
時
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国
民
年
金
が
改
正
さ
れ

大
変
有
利
に
な
り
ま
し
た

☆
去
る
第
3
9回
の
臨
時
国
会
で
、

国
民
年
金
が
大
巾
に
改
正
さ
れ
ま

し
た
の
で
、
大
変
有
利
な
も
の
と

な
り
ま
し
た
。
本
号
で
そ
の
主
な

改
正
点
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

し
ょ
う
。

き
よ
出
年
金
(
掛
金
制
度
の
年
金
)

給
付
に
関
す
る
改
正
点

☆
老
令
年
金
が
繰
上
げ
支
給
さ
れ

ま
す
。

老
令
年
金
を
受
け
る
資
格
を
得

た
人
は
、
6
0才
か
ら
6
4才
ま
で
の

間
に
希
望
に
よ
っ
て
繰
上
げ
支
給

が
な
さ
れ
ま
す
。
額
は
、
6
5才
か

ら
受
け
る
場
合
よ
り
減
額
さ
れ
、
6
0

才
か
ら
受
け
る
場
合
で
六
割
ぐ

ら
い
で
す
。

☆
特
例
に
よ
る
老
令
年
金
に
つ
い

て
保
険
料
を
免
除
さ
れ
た
期
間
が

長
か
っ
た
た
め
に
老
令
年
金
を
受

け
る
資
格
を
も
ら
え
な
か
っ
た
人

で
も
、
3
0年
以
上
加
入
し
て
い
る

と
、
現
在
の
保
険
料
を
返
す
制
度

に
か
え
て
、
特
別
の
老
令
年
金
が
6
5

才
が
ら
6
9才
ま
で
支
給
さ
れ
ま

す
。
額
は
五
千
円
～
九
千
円
。
こ

れ
も
希
望
で
6
0才
か
ら
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

☆
死
亡
一
時
金
制
度
が
生
れ
ま
し

た
。三

年
以
上
保
険
料
を
納
め
た
人

が
死
亡
し
た
時
、
そ
の
人
が
、
老

令
、
障
害
、
母
子
、
準
母
子
な
ど

の
各
年
金
を
受
け
て
い
な
か
っ
た

場
合
に
は
、
遺
族
の
方
に
死
亡
一

時
金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
額
は
五
千
円
～
五
万
二

千
円
ま
で
。

☆
準
母
子
年
金
が
生
れ
ま
し
た

男
の
働
き
手
を
な
く
し
た
た
め

に
、
祖
母
と
1
8才
未
満
の
孫
、
姉

と
1
8才
未
満
の
弟
妹
と
い
う
よ
う

な
母
子
家
庭
と
同
じ
状
態
に
な
っ

た
と
き
こ
の
年
金
が
支
給
さ
れ
ま

す
。
額
は
一
万
九
千
二
百
円
～
二

万
五
千
八
百
円
。
二
人
以
上
い
る

と
き
は
、
二
人
目
か
ら
四
千
八
百

円
が
加
算
さ
れ
て
ゆ
き
ま
す
。

☆
障
害
、
母
子
、準
母
子
、遺
児

の
各
年
金
の
受
給
資
格
期
間
が
短

か
く
な
り
ま
し
た

改
正
前
、
こ
れ
ら
の
年
金
を
受

け
る
に
は
、最
低
引
き
続
い
て
三

年
間
の
被
保
険
者
期
間
(
う
ち
一

年
六
カ
月
ま
で
は
保
険
料
を
免
除

さ
れ
た
期
間
が
入
っ
て
も
よ
い
)

が
必
要
で
し
た
が
、
別
に
一
年
間

保
険
料
を
納
め
れ
ば
支
給
さ
れ
る

年
金
も
生
れ
ま
し
た
。

☆
遺
児
年
金
の
額
が
引
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。

遺
児
年
金
の
基
本
額
が
2
倍
相

当
額
ま
で
増
額
に
な
り
、
最
低
額

も
七
、
二
〇
〇
円
～
一
万
二
千
円

に
引
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

☆
他
の
公
的
年
金
と
通
算
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
た
人

が
、
会
社
や
官
庁
に
勤
め
る
こ
と

に
な
っ
て
、
厚
生
年
金
保
険
や
共

済
組
合
な
ど
に
加
入
し
た
場
合
、

又
逆
に
会
社
や
官
庁
を
や
め
て
、

国
民
年
金
に
加
入
し
た
場
合
、
元

の
年
金
に
加
入
し
て
い
た
期
間
を

全
部
加
え
て
計
算
し
、
一
定
の
期

間
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
制
度

の
年
金
が
支
給
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

被
険
者
に
関
す
る
改
正
点

☆
任
意
加
入
者
(
希
望
で
加
入
す

る
人
)
の
範
囲
が
拡
大
さ
れ
ま
し

た
。現

在
、
公
約
年
金
制
度
か
ら
、

老
令
(
退
職
)
、
障
害
、
遺
族
等

の
年
金
を
う
け
て
い
る
人
と
う
け

ら
れ
る
資
格
の
あ
る
人
で
、
他
の

年
金
制
度
に
加
入
し
て
い
な
い
人

は
希
望
で
加
入
で
き
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
(
た
だ
し
明
治
4
4年
4

月
2
日
以
後
に
生
れ
た
人
)

福
祉
年
金
の
改
正
点

☆
凖
母
子
福
祉
年
金
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

福
祉
年
金
は
、い
ま
ま
で
老
令
、

障
害
、母
子
の
三
種
類
で
し
た
が
、

新
ら
し
く
準
母
子
福
祉
年
金
が
支

給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
祖
母
が
義
務
教
育
の
終
っ

て
い
な
い
孫
を
、
ま
た
姉
が
義
務

教
育
の
終
っ
て
い
な
い
弟
や
妹
を

養
っ
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
、
母

子
家
庭
と
な
ん
ら
変
り
な
い
状
態

に
あ
る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
年

金
額
は
一
万
二
千
円
で
、
孫
や
弟

妹
が
二
人
以
上
い
る
と
き
に
は
二

人
目
か
ら
二
千
四
百
円
づ
つ
加
算

さ
れ
て
ゆ
き
ま
す
。

☆
福
祉
年
金
の
支
給
制
限
を
ゆ
る

や
か
に
し
ま
し
た
。

(
1
)
福
祉
年
金
を
う
け
ら
れ
る
人
は

前
年
に
十
三
万
以
上
の
所
得
が
あ

る
と
支
結
さ
れ
ず
、
ま
た
義
務
教

育
を
終
っ
て
い
な
い
子
が
い
る
と

き
は
、
こ
れ
に
一
万
五
千
円
し
か

加
算
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ

の
加
算
額
が
一
人
に
つ
き
三
万
円

加
算
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

(
2
)
母
子
福
祉
年
金
は
2
5
才
以
上
の

子
と
い
っ
し
ょ
に
生
活
し
て
い
る

と
き
は
支
給
さ
れ
な
い
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
ん
ど
の
改

正
で
義
務
教
育
を
終
っ
た
子
が
、

前
年
に
五
十
万
円
以
上
の
収
入
が

な
け
れ
ば
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
準
母
子
福
祉

年
金
に
つ
い
て
も
同
じ
で
す
。

☆
災
害
を
受
た
時
の
所
得
制
限
が

ゆ
る
や
か
に
な
り
ま
し
た
。

き
よ
出
年
金
と
福
祉
年
金
と
共
通
し
て
の
改
正

☆
な
お
ら
な
い
病
気
や
ケ
ガ
の
あ

る
人
で
、
2
0才
未
満
の
時
、
又
は

き
よ
出
年
金
発
足
前
に
あ
っ
た
廃

疾
(
な
お
ら
な
い
病
気
や
ケ
ガ
)

は
、
年
金
に
加
入
し
て
か
ら
の
廃

疾
と
合
わ
せ
た
程
度
に
よ
っ
て
障

害
年
金
又
は
障
害
福
祉
年
金
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

☆
本
人
が
受
取
れ
な
か
っ
た
年
金

は
遺
族
の
方
に
支
給
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

国
民
年
金
を
も
ら
っ
て
い
る
人

が
、
そ
の
支
払
い
時
期
が
こ
な
い

う
ち
に
死
亡
し
た
と
き
は
、
特
別

の
場
合
以
外
は
も
ら
え
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
こ
ん
ど
は
い
っ
し
ょ
に

暮
し
て
い
た
配
偶
者
、子
、父
母
、

孫
、
祖
父
母
、
兄
弟
姉
妹
の
う
ち

こ
の
順
序
で
、
も
ら
え
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

な
お
福
祉
年
金
は
、
本
人
が
生

前
に
請
求
し
て
い
た
こ
と
が
必
要

で
す
。又
本
人
が
死
亡
し
た
こ
と

は
六
カ
月
以
内
に
届
け
出
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

☆
三
カ
月
以
上
生
死
不
明
の
人

で
、
死
亡
の
推
定
が
た
て
ば
年
金

を
支
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。き

よ
出
年
金
の

届
出
は
お
早
く

ま
だ
加
入
届
を
出
し
て
い
な
い

方
は
、
お
早
く
届
出
て
下
さ
い
。

ま
た
次
の
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ

定
め
ら
れ
た
期
間
内
に
届
出
て
下

さ
い
。

(
1
)
満
2
0
才
に
な
っ
た
と
き

他
の
公
的
年
金
を
や
め
た
と
き

他
の
公
的
年
金
に
加
入
し
た
と

き氏
名
や
住
所
を
変
え
た
と
き

以
上
は
2
0日
以
内
に

(
2
)
死
亡
し
た
と
き
は
1
4
日
以
内
に

保険料は
納期内に納めて下さい

1 月～3 月分は　4 月未日までに

4 月～6 月分は　7 月未日までに
7 月～9 月分は　10 月未日までに
10月～12月分は　1 月未日までに
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教
育
相
談
の
案
内

足
立
区
立
教
育
相
談
所

区
民
の
み
な
さ
ん
、
お
子
様
の

こ
と
で
お
困
り
の
方
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。幼
児
や
学
校
に
い
っ
て
い

る
児
童
生
徒
を
対
象
に
区
立
教
育

相
談
所
で
は
い
つ
で
も
相
談
に
応

じ
て
お
り
ま
す
。

知
能
、
性
格
、
行
動
、
進
学
そ

の
他
お
子
様
に
関
す
る
こ
と
で
し

た
ら
、
何
で
も
相
談
い
た
し
ま
す

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
出
か
け
下
さ

い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

相
談
所
の
場
所

千
寿
第
四
小
学
校
内

(国
電
東
武
、
北
千
住
駅
東
口

下
車
、
徒
歩
四
分
)

相
談
日
及
び
時
間

毎
週
月
曜
水
曜
金
曜
の
三
日
間

午
前
十
時
よ
り
午
後
四
時

相
談
の
方
法

保
護
者
と
お
子
様
が
直
接
相
談

所
に
お
い
で
下
さ
い
。
受
付
後

相
談
日
を
指
定
し
て
行
な
い
ま

す
。

問
合
せ
先

教
育
委
員
会
指
導
室

電
話
(
代
)
(
8
8
8
)
二
一
五
一

千
寿
第
四
小
学
校

電
話
(
8
8
1
)
二
四
三
六

都
営
第
一
種
住
宅
は

一
月
に
申
込
み
受
付
予
定

こ
と
し
第
二
回
の
都
営
第
一
種

住
宅
の
公
募
を
一
月
下
旬
に
お
こ

な
う
予
定
で
す
。
戸
数
は
約
一
、

一
〇
〇
戸
で
す
。
く
わ
し
い
こ
と

は
ラ
ジ
オ
、
新
聞
等
で
発
表
い
た

し
ま
す
。

こ
の
住
宅
に
応
募
で
き
る
方
は

都
内
に
居
住
し
、
現
に
同
居
、
又

は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
あ

り
、
月
収
一
万
六
千
円
以
上
三
万

二
千
円
以
下
で
あ
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

申
込
用
紙
は
区
役
所
や
支
所
で

交
付
い
た
し
ま
す
。

な
お
米
殻
通
帳
を
ご
持
参
下
さ
い

詳
細
に
つ
い
て
は
区
役
所
建
築

課
(
8
8
8
)
二
一
五
一
又
は
支
所
庶
務
課
(
8
8
1
)

三
一
六
八
ま
で
お
問
い
合
せ
下

さ
い
。

引
揚
者
と
元
軍
人
の
方
に

お
知
ら
せ

引
揚
者
給
付
金
支
給
の
在
外
地

域
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た

南
方
諸
島
方
面
に
六
カ
月
以
上

住
ん
で
い
た
一
般
邦
人
で
終
戦
前

に
日
本
に
引
揚
て
こ
ら
れ
た
方
や

亡
く
な
ら
れ
た
遺
族
に
も
支
給
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
か
ら
、

お
早
目
に
申
請
し
て
下
さ
い
。

こ
ん
ど
の
場
合
地
域
に
よ
っ
て

は
引
揚
証
明
書
や
在
外
証
明
書
を

そ
え
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

時
効
は
昭
和
3
7年
5
月
1
6日
ま

で
で
す
。

引
揚
者
国
庫
債
券
を
担
保
に

年
末
資
金
を
貸
付

東
京
都
で
は
、
現
に
引
揚
者
国

庫
債
券
を
持
ち
、
生
活
に
困
ま
っ

て
い
る
方
に
対
し
て
資
金
を
貸
付

ま
す
。
申
込
方
法
は
次
の
と
お
り

で

す

。

申

込
期

限
　

十

二
月

八
日

ま

で

貸

付
月

日
　

十

二
月

下

旬

貸

付

額

二
八
、〇
〇〇
円

券
―

一
六
、〇
〇
〇
円

ま

で

二
〇
、〇
〇
〇
円

券

―
一
一
、
〇
〇
〇
円

ま

で

一
五
、
〇
〇
〇
円

券

―
　
八
、〇
〇
〇
円

ま

で

七
、
〇
〇
〇
円

券

―
　
四
、〇
〇
〇
円

ま
で

軍
人
恩
給
の
戦
地
加
算
復
活

い
ま
ま
で
恩
給
の
対
象
に
な
ら

な
か
っ
た
軍
人
、
軍
属
(
遺
族
)

に
対
し
て
戦
地
加
算
を
認
め
、
十

二
年
以
上
(
准
士
官
以
上
は
十
三

年
以
上
)
勤
務
し
た
方
に
普
通
恩

給
(
普
通
扶
助
料
)
を
支
給
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

く
わ
し
く
は

区
役
所
民
生
課
福
利
係
(
8
8
8
)
二
一
五
一

支
所
庶
務
課
区
民
係
(
8
8
1
)
三
一
六
八

に
お
問
合
せ
下
さ
い
。

お

願

い

▲
川
や
ド
ブ
に
ゴ
ミ
を
す
て
な
い
で
下
さ
い
。

▲
舗
装
道
路
に
水
を
ま
か
な
い
で
下
さ
い
。
道
路
が

い
た
み
、自
動
車
が
ス
リ
ッ
プ
し
ま
す
。

▲
公
園
や
児
童
遊
園
を
大
切
に
し
ま
し
よ
う
。

▲
公
衆
便
所
は
き
れ
い
に
使
い
ま
し
よ
う
。

▲
わ
た
く
し
た
ち
の
町
は
、
わ
た
く
し
た
ち
の
手
で

住
み
よ
く
し
ま
し
よ
う
。

身 近 か な 火 気 の

安全を はかりましよう

火災 に備 え て

眼
で
み
る
足
立
の
す
が
た

〝
足
立
区
の
観
光
と
産
業
〟

こ
の
ほ
ど
、
足
立
区
観
光
協
会
で
は
、
足
立
区

の
観
光
と
産
業
を
日
本
全
国
に
P
R
し
よ
う
と

足
立
区
の
観
光
と
産
業
誌
を
編
さ
ん
刊
行
し
ま

し
た
。

本
文
　
八
十
頁
　
全
面
ア
ー
ト
　
豪
華
特
製
本

内
容
　
観
光
―
―
桜
の
中
川
堤
、西
新
井
大
師
、都
民

ゴ
ル
フ
場
、鷲
神
社
、
六
阿
弥
陀
、江
北
鹿

浜
獅
子
舞
、古
い
町
千
住
、白
旗
塚
、舎
人

の
ご
ぼ
う
市
な
ど

街
―
―
千
住
の
市
街
、商
店
街
、七
夕
祭
、開

け
ゆ
く
町
、
足
立
区
の
概
要

産
業
―
―
工
業
図
表
、花
づ
く
り
、米
づ
く
り
　

区
内
主
要
工
場
な
ど

観
光
案
内
図
、交
通
図
、工
場
分
布
図
多
色
刷

一 般 に も 頒 布　1 部　180円

販売所　区役所総務課又は各出張所


